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研究成果の概要（和文）：本研究では，初発の脳卒中患者を対象として手の心的回転課題を行い，脳卒中の機能
障害の程度が手の心的回転課題の結果に影響を与えるか否かについて確認をした．また，発症後の時期（1か月
時点・3か月時点）による結果の差異についても検討した．その結果，手の心的回転課題の遂行能力と脳卒中患
者の機能障害の程度には有意な関連性は認められず，発症後の時期における手の心的回転課題の正答率と応答時
間には差はみられなかった．しかし，各個人の結果を見ると，時期による結果のバラつきが生じており，今後さ
らなる検討が必要なことが示唆された．

研究成果の概要（英文）：In this study, we performed a hand mental rotation task in patients with 
first-ever stroke to confirm whether the degree of functional impairment from stroke affects the 
results of the hand mental rotation task. We also examined whether the results differed depending on
 the time of stroke onset (1 month or 3 months). The results showed that there was no significant 
relationship between the response time of the hand mental rotation task and the degree of functional
 disability of stroke patients, and there was no difference in the percentage of correct responses 
and response time of the hand mental rotation task between the time points after stroke onset. 
However, the results for each individual showed that the results varied depending on the time of 
year, suggesting the need for further study in the future.

研究分野：リハビリテーション科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
手の心的回転課題は，脳卒中患者の上肢機能訓練の一つである運動イメージ訓練の課題として臨床応用されてい
るが，脳卒中によって生じる運動麻痺や認知障害などの機能障害の程度がこの課題に影響するか否かは明らかに
なっていない．この課題の適応基準に関する検討は不十分であり，基礎的知見の集積が求められている．
本研究における研究成果は，脳卒中患者の機能障害の程度は手の心的回転課題の結果に影響しないことを示唆し
ており，脳卒中患者への運動イメージ訓練・評価として手の心的回転課題を幅広く活用できる可能性がある．こ
れらは今後，本課題を脳卒中患者に提供する際の適応基準を検討するための基礎的知見となり得る．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 手の心的回転課題（Hand Mental Rotation Task；HMRT）とは，手の写真や線画の左右判断
における応答時間（Response Time；RT）や正答率を計測する課題である．HMRTでは，指尖
が身体中心側に向かう方向，つまり提示された手の写真に，実際に自身の手を合わせるとしたら，
動かしやすい方向（Medial）への RTは短くなり，その反対側（Lateral）の写真に対しては RT
が長くなることが示されている（Medial-Lateral効果）．さらに，この課題中の被検者の手の位
置を変えると，それに応じて RTに変化が生じること，この課題遂行中には運動関連領域の脳活
動が観察されることなどから，HMRT遂行時に被検者は自身の手の運動をイメージしている（運
動イメージ方略を用いている）ことが示唆されている． 
 脳卒中患者の麻痺肢のような運動実行が困難な場合でも，運動イメージを行うことで実際の
運動機能を向上させることが期待されており，運動イメージ訓練の臨床応用が進められている．
脳卒中患者は，運動麻痺や認知障害などの機能障害が後遺症として残りやすく，それに伴い日常
生活活動の制約などの能力低下が生じる．運動イメージ能力には，現在の身体状況や認知機能が
影響すると考えられているが，HMRT の遂行機能と脳卒中の機能障害の程度の関連性について
は明らかになっていない．また，脳卒中発症後の障害の回復経過において，HMRT の結果に変
化が生じるか否かについても不明である． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，脳卒中患者の機能障害の程度や脳卒中発症後の時期がHMRTの結果や遂行
方略に与える影響を明らかにすることである． 
 
３．研究の方法 
（1）対象 
  
①機能障害の程度との関連性 
 対象は初発の脳卒中患者 13名（男性 13名，平均年齢 68.2歳）とした． 
 
 ②発症後の時期との関連性 
 対象は初発の脳卒中患者 5名（男性 5名，平均年齢 66.2歳）とした． 
 
（2）課題（図 1） 
 4種類の手写真（手掌・手背，左手・右手）を，60度ごとに回転させた写真を計 96回提示し，
被験者は非麻痺側手にて左・右ボタンを押して応答した．提示された写真が左手だと判断したら
左ボタンを，右手だと判断したら右ボタンを，出来るだけ速く正確に押すように指示した．応答
手による運動応答の差を除くために，HMRT の計測に先行して，左もしくは右を向いた矢印の
左右選択課題を実施し，HMRTの RTから，矢印の左右選択課題の RTを減算し，ΔRTとして
分析した． 
 

 
（3）方法 
  
①機能障害の程度との関連性 
 発症から1か月時点でのHMRTのΔRTと脳卒中機能評価法（SIAS），Fugl Meyer Assessment
（FMA），Mini Mental State Examination（MMSE-J），Trail Making Test（TMT-A/B）を計
測した．統計解析ではWilcoxon符号順位検定と Spearman順位相関検定を実施した． 
 
 

図 1 提示課題 



②発症後の時期との関連性 
 発症から 1か月時点と 3か月時点での HMRTの正答率と ΔRTを計測した．統計解析では，
Wilcoxson符号付順位検定を実施した．また，各個人のデータを記述的に解析した． 
 
４．研究成果 
（1）HMRTと機能障害の程度との関連性 
 
 ①Medial-Lateral効果の確認（図 1） 
 対象者のMedial（左手 60度・左手 120度・右手 240度・右手 300度）ΔRTは Lateral（左
手 240度・左手 300度・右手 60度・右手 120度）ΔRTに比べて有意に短かった（p <.002）．
このことから，本研究対象者はHMRTを遂行する際にMedial-Lateral効果が認められており，
運動イメージ方略を用いていることが示唆された． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ②HMRTの ΔRTと機能障害の程度との関連性の確認（表 1） 
 対象者のMedial（左手 60度・左手 120度・右手 240度・右手 300度）ΔRTと Lateral（左
手 240度・左手 300度・右手 60度・右手 120度）ΔRTは，SIAS合計得点，FMA-運動項目，
FMA-感覚項目，MMSE-J，TMT-A/B との有意な関連は認められなかった．このことから，脳
卒中患者にHMRTを用いる際には，機能障害の程度による影響は少ないことが示唆された． 

 
以上より，脳卒中患者の上肢機能障害に対する運動イメージ評価・訓練の一つとして HMRT
は幅広く活用できる可能性がある． 

図 2 MedialΔRTと LateralΔRTの比較 

表 1 ΔRTと機能障害の程度との関連性 



（2）HMRTと発症後の時期との関連性 
HMRT の正答率・ΔRT には 1 か月時点と 3 か月時点において有意な差は見られなかった．各
個人のデータに着目すると，1か月時点の左手写真は 5名中 5名がMedialのΔRTが短く，右手
写真は 5名中 4名が短い傾向にあった．3か月時点の左手写真は 5名中 3名がMedialのΔRTが
短く，右手写真は 5名中 4名が短い傾向にあった． 
参加者の 1 か月時点と 3 か月時点の遂行能力にはばらつきがあり，人によっては Medial-

Lateral 効果が見られなかった．つまり，運動イメージ方略を用いていない対象者が存在した．
脳卒中患者に対する運動イメージの評価・訓練としてこの課題を応用するためには，発症後時期
ごとのさらなるデータ集積を行い，適応基準を明確にする必要がある． 
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